
病気があれば
早期発見

治療期間は
短く

医療費は
安く

健康寿命が
延びる !

健診を
受けると…

健保組合が納める
高齢者医療への

納付金増加

健保財政が
苦しくなる

保険料率を
引き上げる
ことになる

皆さんの家計の
負担も増加

受診率が
低いと…
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ご家族（被扶養者）も
健診を受けてください

　ご家族 ( 被扶養者 ) の方にも毎年健診を
受けていただきたく、当健保組合では全国
80 ヵ所の健診機関と契約しています。詳し
くは４月にご自宅へ送付した「社会保険ガ
イド平成29年度」、または当健保組合のホー
ムページをご覧ください。また、30歳以上
の女性被扶養者の方へは、巡回レディース
健診案内をご自宅に送付しています。

ご家族の健康も、
当健保組合が守ります

今年度の健診をまだ受診されていないご家族の方は、
今すぐお申し込みを !

誤 解 誤 解
去年受けたから、
今年は受けなく
ていい?

現在通院していて、よく検
査を受けているので、健診
は受けないつもりです。

毎年健診を受けることで、体の
状態の経年変化がわかります。
日々の生活習慣の積み重ねが引
き起こすメタボを予防するため
にも、ぜひ毎年受診しましょう。

特定健診で行うすべての
項目を通院先で検査して
いるとは限りません。健
保組合が実施している健
診を受けてください。

誤 解 誤 解
子育てや介護で忙しく、
とても健診を受けてい
る時間はありません。ど
こも悪くないし…

自治体が実施する
がん検診を受けた
から、十分でしょ?

健診は半日程度で終わります。
忙しい方もぜひ受けてくださ
い。生活習慣病には自覚症状の
ほとんどない病気もあるため、
健診を受けずに気づかないまま
でいると、知らないうちに悪化
してしまうこともあります。

がん検診では、該当するが
んに関する項目しか調べま
せん。特定健診では生活習
慣病に関する検査項目を網
羅しています。がん検査を
受けた方も健診を受けま
しょう。

こんな誤解はしていませんか ?
その❶ その❷

その❸ その❹
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「
平
成
29
年
度
健
保
組
合
予
算
早
期
集
計
結
果
の
概
要
」
に
よ

る
と
、健
保
組
合
全
体
の
経
常
収
支
差
引
額
は
３
、０
６
０
億
円

の
赤
字
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

赤
字
組
合
数
は
１
、０
１
５
組
合
で
、全
組
合
の
7
割
を
超
え

て
い
ま
す
。平
均
保
険
料
率
は 

９
・
１
６
８
％
で
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
（
な
お
予
算
早
期
集
計
と
は
、デ
ー
タ
報
告
の
あ
っ
た

１
、３
７
５
組
合
の
数
値
を
も
と
に
、29
年
4
月
1
日
現
在
存
在

す
る
１
、３
９
８
組
合
ベ
ー
ス
の
29
年
度
予
算
状
況
を
推
計
し
た

も
の
で
す
）。

　
保
険
料
収
入
は
、被
保
険
者
数
の
大
幅
な
増
加
や
保
険
料
率
の

引
き
上
げ
に
よ
り
、前
年
度
比
3
・
０
０
％
、２
、３
１
１
億
円
増

加
し
ま
し
た
。

　

一
方
、支
出
面
で
は
拠
出
金
が
7
・
２
３
％
、２
、３
８
２
億
円

と
保
険
料
収
入
の
伸
び
率
を
上
回
る
大
幅
増
と
な
り
、法
定
給
付

費
も
3
・
５
８
％
、１
、４
２
２
億
円
増
加
し
ま
し
た
。そ
の
結
果

赤
字
幅
は
、前
年
度
予
算（
▲
１
、３
７
２
億
円
）に
比
べ
、さ
ら
に

大
幅（
１
、６
８
８
億
円
）な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

赤
字
を
出
さ
な
い
よ
う
単
年
度
の
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
た
め

の
実
質
保
険
料
率（
報
告
組
合
の
単
純
平
均
）は
9・６
９
１
％
で
、

協
会
け
ん
ぽ
の
収
支
均
衡
料
率（
29
年
度
予
算
数
値
9
・
７
２
％
）

以
上
の
健
保
組
合
は
６
１
９ 

組
合
に
の
ぼ
り
、報
告
組
合
の
45
・

0
％
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
予
算
で
は
平
均
被
保
険
者
数
３
、０
３
４
名
、平

均
標
準
報
酬
月
額
33
万
４
、６
２
６
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、全
事
業
所
の
年
間
平
均
被
保
険
者
数
は
２
、９
４
５
名(

男
子

１
、８
６
３
名
、女
子
１
、０
８
２
名)

、平
均
標
準
報
酬
月
額
は
、

33
万
１
、９
５
４
円(

男
子
36
万
８
、４
５
７
円
、女
子
26
万
６
、４

９
３
円)

、前
期
高
齢
者
医
療
費
の
対
象
者（
年
間
平
均
）は
39
名
で

し
た
。平
成
29
年
3
月
末
の
被
保
険
者
数
は
２
、９
７
９
名
、被
扶

養
者
数
は
、１
、２
８
２
名(

扶
養
率
0・４
３
）と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
介
護
保
険
で
は
、第
２
号
被
保
険
者
た
る
被
保
険
者
数

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満)

は
６
９
７
名
、平
均
標
準
報
酬
月
額
で
41

万
１
、９
５
７
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、第
2
号
被
保
険

者
た
る
被
保
険
者
数
は
年
平
均
で
６
８
４
名
、平
均
標
準
報
酬
月

額
は
41
万
６
、０
５
９
円
で
し
た
。

●
収    

入

◇
一
般
勘
定
の
収
入
総
額
は
、14
億
８
、９
９
３
万
4
千
円
で
、前

年
度
比
４
、４
４
５
万
6
千
円
の
増
収
、予
算
額
の
99
・
９
％
、

被
保
険
者 

１
人
当
た
り
で
は
50
万
５
、９
２
０
円
で
し
た
。

◇
こ
の
内
訳
で
す
が
、健
康
保
険
収
入
は
12
億
１
、１
６
９
万
9

科    目 金額
（単位：千円） 科目の説明

健 康 保 険 料 収 入 1,211,699
健保組合運営の財源として被保険者
と事業主から納入していただいた金
額

調 整 保 険 料 収 入 16,990 健保組合間の財政面における相互扶
助のための別枠保険料

繰 　 越 　 金 199,675 前年度からの繰越金

繰 入 金 0 当年度に別途積立金等を取り崩した
金額

国 庫 補 助 金 収 入 3,190 保険給付費等への、国からの補助金

財政調整事業交付金 58,126 高額医療費を補助するための健保連
からの交付金

雑 収 入 他 254 受取利息や拠出金の精算金等
合　計 1,489,934 

科    目 金額
（単位：千円） 科目の説明

事 務 所 費 33,744 健康保険組合を運営するための経費

保 険 給 付 費 576,167 医療費と各種給付金（国が定めた法
定給付と健保独自の付加給付）

納 付 金 515,444 高齢者医療制度を支えるために健保
から国へ拠出した金額

保 健 事 業 費 52,606 
保健指導宣伝（社会保険ガイド、健
保だより、電話健康相談他）、疾病
予防（人間ドック他）等に使用した
金額

財政調整事業拠出金 16,990 健保組合間の財政面における相互扶
助のために健保連へ拠出した金額

そ の 他 の 支 出 660 健康保険組合連合会年会費等
合　計 1,195,611  

●支出●収入
一般勘定

決算の
お知らせ

平成28年度  収入支出決算概要表

（
一
般
勘
定
）

（
決
算
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
数
値
）

健
康
保
険
組
合
全
体
の
財
政
状
況

決
算
の
内
容
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千
円
で
予
算
額
の
97
・
5
％
、１
人
当
た
り
41
万
１
、４
４
３
円

と
な
り
ま
し
た
。

◇
調
整
保
険
料
収
入
は
１
、６
９
９
万
円
で
予
算
額
の
97
・
4
％
、

１
人
当
た
り
５
、７
６
９
円
、前
年
度
繰
越
金
は
1
億
９
、９
６

７
万
5
千
円
、１
人
当
た
り
6
万
７
、８
０
１
円
と
な
り
ま
し

た
。

◇
国
庫
補
助
金
収
入
は
３
１
９
万
円
で
１
人
当
た
り
１
、０
８
３

円
、財
政
調
整
事
業
交
付
金
は
５
、８
１
２
万
6
千
円
で
１
人

当
た
り
1
万
９
、７
３
７
円
、雑
収
入
は
25
万
4
千
円
で
１
人

当
た
り
86
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
支    

出

◇
支
出
総
額
は
11
億
９
、５
６
１
万
1
千
円
で
、前
年
度
比
４
、６

４
２
万
3
千
円
の
減
少
、予
算
額
の
80
・
1
％
、１
人
当
た
り
40

万
５
、９
８
０
円(

対
前
年
度
比
6
万
３
、０
６
６
円
の
減
少)
で

し
た
。

◇
科
目
の
内
訳
は
、第
1
款 

事
務
所
費
は
３
、３
７
４
万
4
千
円

で
予
算
額
の
97
・
1
％
、所
要
財
源
率
2
・
５
９
／
１
０
０
０
、

１
人
当
た
り
1
万
１
、４
５
８
円
で
し
た
。

◇
第
3
款 

保
険
給
付
費
は
5
億
７
、６
１
６
万
7
千
円
で
、予
算

額
の
85
・
1
％
、所
要
財
源
率
44
・
０
９
／
１
０
０
０
、１
人
当

た
り
19
万
５
、６
４
２
円
で
し
た
。こ
の
う
ち
法
定
給
付
費
は

5
億
６
、４
７
２
万
4
千
円
で
、１
人
当
た
り
19
万
１
、７
５
７

円
、付
加
給
付
費
は
１
、１
４
４
万
3
千
円
で
、１
人
当
た
り
で

は
３
、８
８
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
第
4
款 

納
付
金
は
5
億
１
、５
４
４
万
4
千
円
で
、所
要
財
源

率
39
・
４
４
／
１
０
０
０
、１
人
当
た
り
17
万
５
、０
２
３
円
と

な
り
、そ
の
内
訳
は
前
期
高
齢
者
納
付
金
2
億
２
、６
４
３
万

9
千
円
、後
期
高
齢
者
支
援
金
2
億
６
、９
６
４
万
9
千
円
、 

退
職
者
給
付
拠
出
金
１
、９
３
５
万
2
千
円
、老
人
保
健
拠
出

金
3
千
円
で
し
た
。

◇
第
5
款 

保
健
事
業
費
は
５
、２
６
０
万
6
千
円
で
、予
算
額
の

64
・
6
％
、所
要
財
源
率
4
・
０
３
／
１
０
０
０
、１
人
当
た
り

1
万
７
、８
６
３
円
で
し
た
。

◇
そ
の
他
は
、第
8
款 

財
政
調
整
事
業
拠
出
金
１
、６
９
９
万

円
、第
9
款 

連
合
会
費
63
万
4
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
こ
の
結
果
、法
定
給
付
費
等
に
要
す
る
保
険
料
率
は
82
・
６
５

／
１
０
０
０
、実
質
保
険
料
率
は
90
・
１
１
／
１
０
０
０
と
な

り
、一
般
勘
定
は
収
入
合
計
14
億
８
、９
９
３
万
4
千
円
、支
出

合
計
11
億
９
、５
６
１
万
1
千
円
、差
引
残
2
億
９
、４
３
２
万

3
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

＊
別
途
積
立
金
と
し
て
４
、６
９
３
万
4
千
円
を
積
み
増
し
、次

年
度
繰
越
金
と
し
て
2
億
４
、７
３
８
万
9
千
円
を
繰
越
し

て
、平
成
28
年
度
の
事
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

収
入
は
介
護
保
険
収
入
５
、４
７
６
万
1
千
円
、繰
越
金
１
、

５
３
３
万
4
千
円
で
し
た
。支
出
は
、介
護
納
付
金
５
、８
５
５

万
1
千
円
で
し
た
。

＊
介
護
勘
定
は
収
入
合
計
７
、０
０
９
万
6
千
円
、支
出
合
計

５
、８
５
５
万
1
千
円
、差
引
残
１
、１
５
４
万
5
千
円
と
な

り
ま
し
た
。準
備
金
と
し
て
47
万
7
千
円
を
積
み
増
し
、次
年

度
繰
越
金
と
し
て
１
、１
０
６
万
8
千
円
を
繰
越
し
て
、平
成

28
年
度
の
事
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

科    目 金額
（単位：千円） 科目の説明

介 護 保 険 収 入 54,761
介護保険の財源として被
保険者と事業主から納入
していただいた金額

繰 越 金 15,334 前年度からの繰越金
雑 収 入 1 受取利息等

合　計 70,096

科    目 金額
（単位：千円） 科目の説明

介 護 納 付 金 58,551 介護保険財政をまかなう
ために国へ納付した金額

介 護 保 険 料 還 付 金 0 還付した介護保険料金額
合　計 58,551

●収入

●支出

介護勘定

（
介
護
勘
定
）

支出

収入

保険給付費
48.2%納付金

43.1%

保健事業費　4.4% 
財政調整事業拠出金　1.4% 
その他の支出　0.1%
事務所費　2.8%

健康保険料収入
81.3%

調整保険料収入　1.1% 
繰越金　13.4%
国庫補助金収入　0.2% 
財政調整事業交付金　4.0%

支出

収入

保険給付費
48.2%納付金

43.1%

保健事業費　4.4% 
財政調整事業拠出金　1.4% 
その他の支出　0.1%
事務所費　2.8%

健康保険料収入
81.3%

調整保険料収入　1.1% 
繰越金　13.4%
国庫補助金収入　0.2% 
財政調整事業交付金　4.0%

こう
使われました

収支の割合
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事業概要
（平成29年6月末現在）

被保険者数
 男 1,997 人
 女 1,178 人
 計 3,175 人

事業所数

9 事業所

被扶養者数
1,285 人

１人当たり扶養率
0.40 人

介護保険第２号被保険者数

 　 930 人

平均標準報酬月額
　男  362,598 円
　女  263,301 円
平均 325,756 円

＊経口保水液　1ℓの水に塩小さ
じ1/2（3g）、砂糖大さじ4と 1/2

（40g）をしっかり混ぜてつくり
ます。雑菌の
繁殖を防ぐた
めに、作り置
きせず、その
日に飲むよう
にしてくださ
い。

　熱中症は、環境や体調によってだれでも発症する可能性があります。重症になる
と後遺症が残ったり死に至ったりする可能性もあります。こまめに水分を補給する、
外出時には日傘や帽子を使うなどの対策を心がけ、熱中症の症状が出てしまった場
合は症状にあわせた応急処置を行いましょう。

異常の発生

病院へ !!

涼しい場所へ移動 ( 風通しのよい日陰、クーラーのきいている室内へ )

衣服をゆるめ、身体を冷やす ( 熱を身体の外に逃がします )

熱けいれん 熱失神・熱疲労 熱射病
●筋肉痛
●手足がつる
●筋肉がけいれんする

生理食塩水を補給
0.9%の食塩水（1ℓの水に9g
の食塩水）を補給します。

水分を補給
0.1 ～ 0.2％の食塩水やイオン飲
料、*経口保水液を補給します。

足を高くして寝かせる
手 足 か ら 身 体 の 中 心 に 向
かってマッサージすると効
果的です。

救急車到着まで
水をかけたり、濡れタオル
をあてて、身体を冷やしま
す。首すじ、腋の下、大腿
部の付け根など大きい血管
を冷やすのも効果的。

●めまい
●全身倦怠感
●悪心・嘔吐
●頭痛

●体温が高い
●意識障害
●呼びかけや刺激への反応
　がにぶい
●言動が不自然
●ふらつく

熱中症かなと思ったら…

暑さのピークがやってくる !?

回復しないときは
救急車を要請

回復
回復した場合も、容態
が急変することがある
ので、念のために病院
で診察を受けておきま
しょう。

回復しないときは救急車を要請

すぐに救急車を要請 !

出典 : 文部科学省、㈱日本スポーツ振興センター、熱中症を予防しよう～知って防ごう熱中症～（一部改変）


